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み（“user-centered” approach to 
computing）」を初めて導入したも
のとして評価されている。彼の名
言の一つに、「“The best way to 





























































































































































































































































































































































があげられた。中国は 2000 年 10
月から既に独自のナビゲーショ
ンシステム用の衛星である静止衛
星「北斗」を３機打ち上げている。
この衛星は、わが国でカーナビな
どに用いられている米国空軍のナ
ブスター衛星とは異なり、道路・
鉄道・海上などの現場と管制セン
ターの間でローカルなナビゲーシ
ョン情報の中継を行うための衛星
である。中国はこれと並行して欧
州が計画している 30機の周回衛
星で構成されるガリレオ計画に参
加しており、既に 2003 年９月に
北京大学内に訓練・協力センター
を開設している。このセンターは
ガリレオの認知度を高め、中欧間
の産業連携を促進することを目的
としている。
　一方、熱核融合に関しては、米国、
ロシア、EU、日本、中国、韓国
が共同で建設を計画している国際
熱核融合実験炉（ITER）の設置
場所を巡り、日本の六ヶ所村とフ
ランスのカダラッシュが候補地と
して誘致を競っているところであ
る。EUは、ITERの欧州域内への
設置を求めて中国に積極的に働き
かけており、中国もフランス設置
案への支持を表明している。
日本でも小規模ではあるが、医薬・
香料関係などで十数か所のプラン
トがある。特に最近は石油系溶剤
を用いないで、高い効率で且つ閉
じた系でプラントが稼動できる可
能性があることから、環境保護に
有利な点で注目されている。
　木材分野での超臨界二酸化炭素
応用では今までに「材部、葉部、
樹皮部に含まれる有用成分の抽
出」、「CCA①処理木材からの重金
属類の抽出除去」、「防腐・防蟻剤
の木質系複合材料への注入処理」
などがある。
　今回の研究目的は、拡散浸透
性に優れた超臨界二酸化炭素によ
る前処理を木材に対して行うこと
で、木材への防腐・防蟻剤の浸透
を阻害するような成分を除去し、
木材の浸透性を向上させることに
より、薬剤処理効果の改善、環境
負荷の小さい薬剤注入技術の開発
をすることにある。今回、スギ心
材を試験片とし、エントレーナ（共
溶媒）としてエタノールを５重
量％混ぜ、圧力約 120気圧、温度
用語説明
①CCA
　クロム、銅、砒素化合物からな
る木材防腐剤で、近年では環境に
配慮した代替薬剤への転換が進ん
でいる。
40℃で、７時間抽出処理を行った
ところ、未処理の場合に比べて約
６倍の浸透性が実現した。今後、
さらに実用化に向けた条件で検討
が進められる予定である。
